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【開催レポート】研究者と産業界のマッチングを
国際学術論文ジャーナル「Journal of Digital Life」がカンファレンス開催

日本発の国際学術論文ジャーナル「Journal of Digital Life」（JDL、https://journal-digitallife.com/、運
営：株式会社産経デジタル、代表取締役社長：土井達士）は9月16日（月・祝）、大阪市の大阪経済大学で第
二回目となるカンファレンス「The Conference of Digital Life vol.2」を開催しました。「デジタル」をキー
ワードに様々な分野の研究者ら約50名が参加し、ショートピッチ大会や講演論文発表が行われました。会場
では活発な討議や意見交換がなされ、研究者と産業界のニーズをマッチングする場として注目度の高さがう
かがわれました。
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■万博開催の地で未来を語る
実行委員長を務めた大阪経済大学教授・中村健二氏は「昨今のデジタル技術の発展は凄まじい。カンファ

レンスが未来がどうなるかを知る一助になってくれれば」と開会の辞を述べました。また同大学の山本俊一
郎学長は「違う考えをぶつけ合って価値を生み出す『創発』をミッションに掲げる大経大で、様々な分野の
研究者が社会実装や社会課題について話し合うカンファレンスが開かれることをうれしく思う」と挨拶。大
阪市の横山英幸市長からは「人類共通の課題解決を目指す万博が来年開催される大阪で研究発表が行われる
ことは非常に意義深く、未来に向けた貴重な財産になる」とのメッセージが寄せられました。続く基調講演
では経済産業省近畿経済産業局の竹村祐樹氏が、中小企業におけるDXの現状について解説。働き手だけで
なく消費者も減少する時代に向けて「稼ぐためのDX」の推進は不可欠だと訴えました。

■分野の垣根を超え研究者が交流
昨年度にJDLに掲載された論文から最も優れたものを表彰する「アウトスタンディングペーパーアワー

ド」には大東文化大学の土橋俊寛氏、島根大学大学院（論文投稿時）の大西桃吾氏が受賞しました。また当
日の最も優れた講演論文発表に贈られる「ベストプレゼンテーションアワード」は法政大学の住吉諒氏が受
賞。ショートピッチ大会では東京大学の瀬崎颯斗氏が最優秀賞に選ばれました。カンファレンス後には懇親
会が行われ、発表を終えた研究者らが和やかに歓談、分野の垣根を超えた交流が見られました。
※当日の様子はこちらから
https://www.sankei.com/article/20240920-N2A2J4Q7WBHUNEFCVGLIOZVHIA/

■Journal of Digital Life
デジタル分野に関する論文を世界に向けて発信する日本発のオンラインジャーナル。研究者と学際的研究

によって証明されたエビデンスを根拠としたサービスや産業の発展促進を目指し、2021年9月1日に創刊。
https://journal-digitallife.com/

運営会社

株式会社産経デジタル（https://www.sankei-digital.co.jp/）
2005年11月設立。ニュースサイト/ライフスタイルメディアや産経ネットショップを運営。お客様の広告出稿や
eスポーツ事業推進、イベント運営などもサポートしています。
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